
2015 年 伊勢崎市民病院 公開講座 

 

10月 14日（水） 18時より、 伊勢崎市民病院 10階大会議室にて市民公開講座が開催さ

れました。講師は泌尿器科主任診療部長の 竹澤 豊先生が務められました。 

 

今回の講演は主催者の竹澤先生の次のような思いから開催されました。 

「前立腺がんの正しい知識と、早期発見の重要性の啓発、「がん」の中でも、「前立腺が

ん」というものの特徴などをわかって頂きたい。検診後の病院での検査の流れ、治療の流

れをわかりやすく紹介することにより、「不安」感をなくし受診してもらいたい。地域医療

連携について、病院だけしか診ることが出来ないわけではなく、近隣のかかりつけ医と連

携して患者さんのケアフォローを行わせて頂くこともご理解いただけるようにしたい。ま

た、新しく導入されたロボット導入についてより多くの方々に知って頂き、早期発見でよ

り多くの治療手段があることをお知らせしたい。」 

 

当日は開始前より多くの聴講者が来場されておりました。（約 40 名参加されておりまし

た。）メモを取りながら熱心に聴講されておりました。女性の参加者も多くみられました。

講演後も多くの方々がご質問されておりました。特に最近検診を受けられた方々からは熱

心な質問がありました。実際に治療を受けられた方もいらっしゃり、検診結果から「がん」

と診断された方からの質問に対して、自分の体験談を披露され、アドヴァイスされる場面

もあり聴講者どうしでも会話が弾んでおりました。 
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参加者から以下の様なコメントを頂きました。 

・早期発見をすることで、いろいろな治療の方針がたてられることがわかりました。 

・PSA検診で発見できることがわかり、検診を受けようと思いました。 

・最新のロボット手術には驚きました。 

・ロボット手術をうけました。本当によくして頂けました。不安はありませんでした。 

・先生に相談して決めることが出来るのは良いことだと思います。 

 

また終了後、講師の竹澤先生からは 

「多くの方が関心をお持ちなのが、伝わりました。男性だけはなく、奥様もご主人の事を

考えて関心をお持ちだったのが、今回印象的でした。前立腺がんとはどういう病気か？ ど

ういう検査がありどういう治療があるのか？ 他のがんと違うところなど、「前立腺がん」

の特徴をわかって頂けたかと思います。「がん」＝「死」「治らない」というイメージでは

なく、早期に発見出来れば十分付き合ったいけるということが理解頂けたらと思います。」 

との熱いコメントを頂きました。 

 

この公開講座は竹澤先生の熱い思いとともに伊勢崎市民病院の企画として今後も毎年行わ

れることになるでしょう。 

 

（文責 PCEC-Japan 深貝） 


